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魯迅と現代日本版画
谷中安規と『白と黒』『版芸術』から
?
口 知 実
はじめに
魯迅が創作木刻画を中国近代美術のージャンルとして確立することを目
的に，海外版画の紹介に傾注したことについては，朝花社の設立 (1928年）
をその起点と考えることができる。彼は，イギリス，フランス， ドイツ，
ロシア，日本など各国の美術書及び版画のオリジナルを非常に幅広く収集
して研究を重ね，その中から新興美術の糧となるものを選び出した。展覧
会の開催，版画集の刊行，あるいは雑誌の挿絵として掲載する過程で下さ
れる一つ一つの選択には，自ずと彼の心にある新興美術が目指す方向が反
映されることとなる。魯迅が収集した美術関係書籍及び海外版画作品のオ
リジナルを俯諏し，全体として如何なる選択肢の中からどのような作家，
作品を選び出したのかを探ってみると，そこには明らかな取捨選択のあと
を見て取ることができる。彼の入手した版画のオリジナルについて見れば，
ロシア版画は198作品， ドイツ版画は164作品であるのに対し，最も多数を
占めるのが日本版画で， 1,047作品に上る1)。ロシア版画の多くは，曹靖華
の協力を得て中国の宣紙と版画のオリジナルを交換することによって版画
家から直接入手し， ドイツのケーテ・コルヴィッツの作品は，スメドレー
に仲介を依頼して特に購入したものである。日本の作品が多いのは，作者
手摺りの木版画を多く収録した創作版画同人誌『HANGA』や『白と黒』，
『版芸術』などを継続して購入していたことによる。しかし，所蔵枚数と
91 
実際に紹介された作品数は決して比例していない。ロシア版画は，『引玉
集』の出版， ピスカレフの『鉄の流れ』挿絵を「“鉄流”之図」として雑
誌『文學』創刊号へ掲載， ドイツ版画では，『梅斐爾徳木刻士敏土之図』，
『凱緩・珂勒恵支版画選集』となって世に送り出された。ところが， 日本
版画の紹介は永瀬義郎の「沈鐘」と「悪魔」他，ほんの数枚に留まる鸞
しかしながら， 日本と中国の創作版画にはまった＜繋がりを見いだせな
いという訳ではない。所謂「創作木刻画」とは何か，という最も基本的な
定義に関して，魯迅は日本創作版画の理論を採用している。山本鼎が1904
年に『明星』に発表した「漁夫」にはじまる日本創作版画とは，それまで
の絵師，彫師，刷師の分業からなる浮世絵や錦絵に対し，版画家自身が制
作工程のすべてを手掛ける「自画， 自刻，自摺」を基本理念としていた。
魯迅は中国に創作木刻画を提唱するにあたり， これを次のように定義して
いる。つまり，「所謂創作版画とは，模倣せず，復刻せず，作者が彫刻刀
を握って木に向かい直接彫っていく」「刀を筆に代えた」芸術であり
（「『近代木刻選集』 (1)小引」， 1929年），「芸術家が直接創作した作品で，
摺り師，彫り師の手を全く借りないものである」（「『木刻創作法』序」，
1933年）と。これは， 日本の永瀬義郎著『版画を作る人へ』（中央美術社，
1925年）及び旭正秀著『創作版画の作り方』（弘文社， 1927年）を参考に
したものであったと考えられる 3)。しかし，彼は中国の「新しい木刻画は，
ヨーロッパの創作木刻画の影響を受けたものである」（「『木刻紀程』小引」，
1934年）と云い， こうした語義の定義付け以外に日本の創作版画に言及す
ることはほとんどない。また実際青年木版画家に宛てた書簡においても，
（日本の木版画家は）「みな超然的で，流派も我々とは異なります（この点
に関しては，一部の日本人も彼らの芸術家ぶった態度に不満を抱いていま
す）。」 (1934年10月21日，羅清槙宛書簡），「お手紙に挙げられている日本
の木版画家については，未だ専集を出版したと聞いたことはありません。
彼らの気風は，みな懸命に社会から逃れ隠者の気分となることで，作品と
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して内容には学ぶべきところはなく，若干の技法だけ採用することはでき
ます」（日付不詳。 1934から35年頃と推定，劉幌宛書簡）と記すなど， 日
本創作版画家の作品に対し積極的な評価を抱いてはいなかったようである。
概ね魯迅と日本版画との関係は，「日本の版画は，当時の中国の国情に合
わず，また木版画は革命に服務するという魯迅の主旨とも符合しなかった」
と評される所以である匹
だが，『魯迅日記』の書帳から知り得る，彼が収集した膨大な美術に関
する図書雑誌の数々は，版画集の編纂や展覧会の開催など表面に現れた
具体的な活動の背景に，未だ語られることのなかった側面が多く潜んでい
ることを示しており，日本現代版画についてもその一つである。その美術
紹介において彼が選び採らなかった一面を明らかにすることは，魯迅と美
術のかかわりが持つ重層性をさぐる糸口の一つとなるであろう 5)。そこで
小論では，魯迅と日本創作版画について，魯迅の蔵書中から版画家谷中安
規と彼の作品を多く掲載した『白と黒』，『版芸術』を取り上げてみたい。
谷中安規のこと
1933年1月12日，魯迅は内山書店にて谷中安規の自摺木版画集『少年画
集』（白と黒社， 1932年7月）を購入した。『少年画集』の内容は， 1.祭
り， 2.桜（挿画参照）， 3.見世物， 4.運動会， 5.公園， 6.水遊び，
7. 盆おどり， 8.朝鮮の夜の八葉からなり，少年のスポーツや遊戯の様子
を描いたものである。黒と白を強調した影絵のように仕上げられた連作で，
関野準一郎は， これを「何処となく声の聞こえない，聞こえても，夢の中
で聞く現実でない，あの世の少年の叫びと遊びに見える」と表現してい
る鸞用紙は原稿用紙のような紙質の西洋紙が使われ，墨一色摺りにした
上に，青，赤，黄色の水彩絵の具で彩色がほどこされている悶
魯迅は『少年画集』を購入した夜，表紙裏に毛筆で「一九三三年一月十
二日／三閑書屋購蔵／是夜／迅記」と記し，また，別に版画と同サイズの
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白宣紙に四行，次のように書き付けた鸞
『少年画集』／谷中安規木刻八禎／魯迅得之／留給後来者
当時，魯迅が日本創作版画は新興美術の有益な手本となり得ないと考え
ていたとすれば，谷中安規の『少年画集』を「留給後来者（後から来るも
ののために遺しておく）」と記した一句には，果たして如何なる意図が込
められているのであろうか。
谷中安規 (1897,._, 1946)は，奈良県長谷寺の門前町初瀬に生まれ， 6歳
で母を亡くし小学時代を朝鮮の京城で過ごす。その後，単身帰国，東京・
護国寺の真言宗豊山派附属の豊山中学に入学するも続かず退学。在学時か
ら短歌，美術に興味を持ち，新聞に投稿した短歌16首が，北原白秋編『木
馬集』に収録されたこともあった。永瀬義郎の『版画を作る人へ』によっ
て木版画創作の路に進む「決心のほぞ」を固め叫のちに内田百間から
「風船画伯」とあだ名されたように10¥定戦を持たぬまま放浪生活を続け
る。やがて創作版画協会展，日本版画協会展などに作品を出展，前川千帆
の紹介によって料治熊太主宰の版画雑誌『白と黒』，『版芸術』に多くの作
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品を発表するようになる。また，内田百間の絵入りお伽噺『王様の背中』
や佐藤春夫の『FOU』など文学作品の装丁や挿絵も手がけ，日夏臥之介，
堀口大学，室生犀星など文壇の人々との交遊も多かった。戦災に遭い焼け
跡での掘立小屋暮しの中，栄養失調のため亡くなっている。享年46歳であ
った11)。生涯を通して金に執着がなく生活全般に無頓着な人物であったと
いわれ奇行のエピソードも少なくない。その風貌もどこか浮世離れしてい
たようで，川上澄生は谷中について「蒼い顔のユーレイのような人」と云
ぃ12i,平塚運ーも「君はまた，不思議な魅力を持つてゐた。君自身からも
作品からも，それに引きつけられた。それ程までに性格の滲み出た作家は
賓に貴<. そして珍しい。ちつとも衛った慮がなく全く天真爛漫だった。
そして常に童話，夢，空想，現賓とそれらの世界を，自由自在に駆け回っ
てゐる姿は，賓に羨ましいほどだった。それ程に君自身が作品の中に溶け
込んでゐる」という印象を書き残している叫ほとんど独学であった彼は，
風貌と同様にその作風も幻想的，奇怪，妖幻と評される。谷中安規の版画
は，黒と白の対立或いは二者の調和をおおきな魅力とし，「その白と黒が
もたらす造形は，多くの版画家のように墨書きの線描を主体にするもので
はなく，白と黒の形態のぶつかり合いのなかから画面を構成するものであ
る」と言われる叫作品の制作には丸のみを主に使用し切り出しをほとん
ど使わない滑らかでよどみのない線が特徴となっている。
魯迅は，『少年画集』の他，安規の版画を挿絵とする内田百間著『王様
の背中』二冊を手にいれている。『王様の背中』の版元は楽浪書院で，昭
和 9(1934〕年5月に特装本（二百部限定），同 9月に普及本が刊行され
た。収録されている九篇の童話に付された挿絵のみならず，表紙や目次，
奥付に至るまで谷中安規の版画が溢れた愉しい本で，特装本の方は谷中の
手摺り版画が多数入った画集のようになっている。著者の内田百開ですら
「『王様の背中』は私の文章と，谷中安規氏の版壷との合作である。初め
は谷中氏に挿綸をかいて貰ふと云ふつもりであったのが，出来上がつて見
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ると，谷中安規版董集の趣きがある」と述べているほどである15¥
こうした本来，文学作品の挿絵として制作された作品に限らず谷中安規
の版画には，すべて「物語性」があり，彼は常に自分の頭の中で自由に展
開する物語の挿絵を版画作品にした，「根っからの挿絵画家」であった16¥
『王様の背中』では，こうした谷中の魅力が存分に発揮されている。魯迅
は，木版画が文学作品の装丁や挿絵として活かされることに注目していた
から，谷中安規の挿絵画家としての才能に興味を引かれたのかもしれない。
彼は，『王様の背中』の普及本を1934年9月16日に，特装本を同年1月3
日に購入している。
二 『白と黒』
さて，版画同人誌の購入に関する『魯迅日記』の記述を拾ってみると，
1930年 2月から『HANGA』, 32年1月から『版芸術』， 33年 3月から
『白と黒』を継続して購入していることが確認できる。個人の版画集とし
ては，谷中安規の『少年画集』の他，川上澄生『ゑげれすいろは』『伊曽
保物語』なども収集している。まずは，谷中安規の活躍した『白と黒』
『版芸術』から見ていくことにしたい。また，当時，二誌を舞台に行われ
た日中の版画交流についても少し触れみようと思う。
『白と黒』は，昭和 5日930〕年2月25日に創刊された。発行元は白と
黒社，編集兼発行人は料治熊太である。谷中安規，棟方志功の他，恩地孝
四郎，川上澄生，平塚運ー，藤森静雄らが活躍。料治熊太 (1899,-..,1982)
は，『白と黒』創刊以前は，博文館で雑誌『太陽』の編集を担当していた
人物で，会津八ーに傾倒し，民族玩具や陶器，骨菫などを研究していた。
『白と黒』同人の一人であった小川龍彦の回想によると，料冶には，版画
は西欧の模倣ではなく， 日本古来からの伝統的なもの，日本民族の血から
流れ出たものではならない，という強い東洋思想があったという匹
第一次『白と黒』は， 1930年2月から34年8月までの間，月刊誌として
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ほぼ毎月発行され50号まで達した。第二次は， 35年6月から1月にかけて
4号を出し，第三次は， 37年 3月から翌年 7月の間に 5号を出して終刊と
なった。合計すると59冊となる。発刊の意図について料治は，「私が雑誌
を出そうと決心したのはその場あたりの会場芸術を好まないことが第一で
ある。幸せなことに版画は一枚の板木から特定の数だけの作品がとれるの
で，かういふ雑誌の形式として，おおくの人々に机辺で味わって貰ひたい
ためである」と述べている叫「かういふ雑誌の形式」とは，『白と黒』の
収録作品が，すべて版画家の自画，自刻，自摺であるのに加え，編集者の
料治が作品を一枚一枚台紙に貼り付けて綴じ合わせた「自製本」 (31号，
料治による「あとがき」）であったことを指す。このため発行部数は決し
て多くな<'一時， 100部を越える時期もあったが，平均して50から60部
であった。サイズはおよそ30X22cm。魯迅は，第12号から50号（内20と
32号は欠）及び再刊 1から 4号を，重複分も合わせると計41冊を所蔵して
いる。
谷中安規が『白と黒』に登場するのは第22号（昭和 7(1932〕年3月15
日）からで，その後ほぼ毎号に作品を発表している。魯迅所蔵の『白と黒』
に限ってみると，第41号の谷中安規特集号をはじめ，谷中安規の版画は44
作品を数える。一覧は次の通り。
•第22号：富士（単色木版）
•第23号：赤い人魚（単色木版）
•第24号：夢の国の駅（単色木版）
•第25号：眼（単色木版）
•第27号：お化模様（手彩色木版），少年時代（多色木版）
•第28号：シネマ（多色木版）
•第29号：月（手彩色木版）
•第30号：自画像（手彩色木版），表紙（単色木版）
• 第31号：ムッテル・ショウス（手彩色木版）
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•第33号：夜（手彩色木版）
•第34号：怪その 1 (単色木版），怪その 2(単色木版）
•第35号：春夜（多色木版）
•第36号：無題（多色木版）
•第37号：像（多色木版），髪模様（表紙，単色木版）
•第38号：貫く芽（単色木版）
•第39号：小品（単色木版）
•第40号：弓（手彩色木版）
•第41号：花鳥（表紙，多色木版），ロケーション（裏表紙，多色木版）
1. うすむらさき（多色木版）， 2.金魚と花（多色木版）
3. 蝶を吐く人（多色木版）， 4.虎ねむる（多色木版）
5. 瞑想氏（多色木版）， 6.一族の長（多色木版）
7. 鍵（多色木版）， 8.花は花（多色木版）
9. 観覧車（多色木版）， 10.可愛いい龍（多色木版）
• 第43号：怪鳥（単色木版）
•第44号：盆踊りの輪（裏表紙，単色木版）
•第45号：舞踏（手彩色木版）
•第47号：無題（単色木版）
•第50号：小品（手彩色木版），小品（手彩色木版）
•再刊 1 号：表紙（手彩色木版），句画集(-) (手彩色木版）
•再刊 2 号：走虎（多色木版）
•再刊 3 号：蕎麦票（多色木版）
•再刊 4 号：句画集（二）（手彩色木版）
1935年6月からはじまる第二次『白と黒』は，李樺を中心とする広州の
現代創作版画研究会の提唱によって日中の「版画交換発表」を主たる目的
として再刊された（再刊第 1号「あとがき」）。表紙は谷中の作品によって
飾られている。李樺 (1907,.,._,1994)は，中国を代表する現代版画家で日本
への留学経験もあり， 1934年に広州で頼少麒，劉裔らと現代創作版画研究
会を組織機関誌『現代版画』 (1934年4月から36年5月，計18集）を編
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集発行していた。 34年末頃から，魯迅に自作の版画集や『現代版画』を
送りその指導を仰いでいる。李樺の回想によると，まず現代創作版画研究
会から「交流と学習」を求め白と黒社に『現代版画』を送り，互いに出版
物を交換することを申し出た。料治もすぐさまこれに応え『白と黒』『版
芸術』を李樺らに送り，やがて互いに作品を交換，相互の雑誌に掲載する
こととなったのである叫具体的には，『白と黒』再刊第 1号に李樺「木
偶人」，第 2号に胡其藻「収穫」，第 3号に頼少麒「小品」，第 4号に李樺
「女核」が掲載された。一方，『現代版画』は，第 9集に料治朝鳴「新春
佳味」，第10集に前川千帆「温泉」，川上澄生「風景」，第11集に谷中安規
「舌代」，第12集に料治朝鳴「黄衣女郎」，第13集に藤森静雄「静物」，第
15集に谷中安規「無題」，第16集に守洞春「猫」を収めている。
魯迅は1935年3月9日付けの李樺宛書簡で，「第四集（『現代版画』を指
す 筆者注）数冊を日本に発送しても良いかもしれません」と記してい
ることから， こうした交流も当初は魯迅が李樺に提案したもの，或いは李
樺が白と黒社との交流を希望し，魯迅もこれに賛成したものと考えられる。
さて，白と黒社同人の作品を掲載した『現代版画』誌上で，李樺は幾度
か日本版画についても言及している。料治の作品をはじめて載せた第 9集
の「我刑的話」 (1935年5月15日）では，日本の浮世絵が現代日本創作版
画に与えた影響を論じ，『白と黒』『版芸術』誌上に発表された作品をみて
も明らかに浮世絵の精神，鈴木春信，喜多川歌麿らの「遺風」を感ずるこ
とができると指摘している。さらに，中国現代版画発展の可能性について
次のように続ける。
我国もまた漢魏六朝の石刻，明清両時代の木版画を有している。国内
の同志がこれを愛護し，発揚させ，我国現代木刻画を日本とは異なる
路に発展させていくことを深く望むものである叫
99 
現代中国版画に漢魏六朝時代の石刻や明清時代の木版画挿絵の伝統を活
かすという主張は，おそらく魯迅の次のような考えを受けての発言である
と思われる。
どのようなものが，中国精神であるのかについては，私は本当に知ら
ないのです。……私の考えでは， もし漢代の石刻画像，明清の書籍挿
絵を樹酌し，さらに民間で鑑賞されている所謂「年画」にも留意して，
ヨーロッパの新しい手法と融合させれば，より良い版画が創出できる
かもしれません叫
魯迅が李樺にこのように提案したのは，「外国の良き手本」と「中国の
遺産」の双方を「新しい木刻画の羽翼」とすべきであるとの考えによるも
のであった22)。なお， 日本の創作版画に浮世絵の精神が息衝いているか否
かについては，魯迅は李樺と異なる見解を抱いている23)0 
続いて谷中安規の作品を収録した『現代版画』第1集の「後記」では，
李樺は次のように記した。
本集のトップの作品「小品」は， 日本当代木版画一流の作家である
谷中安規氏の近作である。谷中谷中安規氏は，「〔影〕絵芝居」や「白
と黒一谷中氏作品集」など， これまでに多くの版画集を発表しており，
（その作品には）東方の神秘性が満ち溢れている。用刀流麗，画意深
刻，最も東洋趣味に富んだ作家である。その技巧一刻法と印法ーはと
もに我らの参考とすることができる 24)。
当時，李樺が谷中安規を東洋趣味的作家であると評価したことに対し，
料i台熊太は後年， これは「正しい見方」であると賛同を示している25)0 
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彼の作は，一見西欧的ニュアンスの画に見えるが，画中を支配して
いるものは，東洋的雰囲気である。仏教義の哲学である。……谷中安
規の芸術にある近代は，彼の近代であって，西欧の近代ではない。日
本人は，昔から西欧文化に弱く，特異な絵に接すると，誰かその絵の
影響源がありはしないか，西欧にありはしないかと詮索したがる。た
とえば谷中安規の芸術は，ムンクの影響によるものではないか，など
といいたがる。しかし，谷中安規に限って，彼は「ひとまね」をする
男でなく，生まれながらにして彼は独自の世界をもった作家だった26)0 
李樺は，谷中の作品が掲載された『現代版画』第11集と李樺版画集を魯
迅に送っており，魯迅はその返信で次のように述べている (1935年 9月9
日）。
この夏にニヶ月休みをとってから，作品を全部見たところ，以前と
大した違いはないようですが，かえって顧慮すべき現象があります。
一つは小品への傾向で， しかも日本の作家が作り出す沈着と安定に及
ばないことです。これは谷中氏の一枚と比較しさえすれば，すぐ分か
ります。『白と黒』にはとりわけ明らかで容易に見られます。二つに
は，グロテスクもにわかに発展したことです冗
「沈着と安定」， これは現在確認することのできる，谷中安規に対する
魯迅の唯一の評価である。李樺が谷中安規の作品中に感じ取った東洋的要
素や，料治の指摘する版画家の独自性は，魯迅も谷中安規作品の中に見出
していたのかもしれない。
三 『版芸術』
『版芸術』は，昭和 7(1932〕年4月1日創刊。『白と黒』と同じく発
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行元は白と黒社，編集兼発行者は料治熊太である。第58号（昭和1 (1936〕
年12月15日）をもって停刊している。『白と黒』第23号以降と平行する形
で刊行された。版木を匝接活版機にかけて摺る方法を採用し，所々，台紙
に貼った手摺りの版画が挟み込まれている。機械摺りを採用したため『白
と黒』に比べ部数が多く，奥付によると，最初は限定500部，第27号から
は400部を出している 28)。サイズはおよそ28cmX 20cm。料治は，『白と黒』
を「試練場」，『版芸術』を「オールニホンを代表する最も水準の高い芸術
雑誌」とすることを目標に掲げている29)。純粋に版画愛好家の仲間内の雑
誌であった『白と黒』に対し，『版芸術』は，料治が博文館時代に知り合
った文学者の寄稿も多く文芸的性格が強い雑誌であるという違いがあった。
『版芸術』には， しばしば『白と黒』の広告が見られ，魯迅は，まず発行
部数の多い『版芸術』を購入し，後に『白と黒』の存在を知ったようであ
る。彼は， 1932年1月に創刊号から第 7号まで，翌月に 8号から10号を入
手し， 11号以後は第55号（昭和11日93釘 10月1日）まで毎月欠かさず購
読している。現存するのは重複分も含め67冊である。
谷中安規は第2号から作品を発表し，魯迅収蔵の『版芸術』に発表され
た谷中安規の作品には，以下の50枚がある。
•第 2 号：明治時代（木版）
•第 3 号：朝鮮（木版）
•第4号：研究所にて（木版）
•第 6 号：少年時代（多色木版），カフエー（木版）
•第 8 号：影絵芝居 (13景，木版）
第 1景死魔の花作り
第 2景死魔の花……いざない
第 3景死……暗のいざない
第 4景祈り……墓
第 5景魔鳥のいざない……花
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第6景他界の国……情鬼
第7景 アトリエの夢……鳥のいざない
第8景いざない……飛行
第 9 景他界の国…•••美楽士
第10景情鬼の親切·…••遡逹
第11景人世間界へ……飛行
第12景死魔の花留守の悲劇
第13景征魔••…•月暁
影絵芝居の登場人物（表紙，多色木版）
鬼のお祭り（裏表紙，多色木版）
•第 9 号：年賀状（木版）
•第11号：泥と雪（多色木版）
•第13号：花（多色木版）
少年画集（木版）
1. 祭り（作者自摺多色木版）， 2.桜， 3.見世物
4. 運動会， 5.公園， 7.盆おどり， 8.朝鮮
•第15集：朝鮮の風俗（表紙，多色木版）
•第16号：戦争版画集（木版）
1. 騎馬， 2.探索， 3.攻撃， 4.川， 5.焙火
6. 接戦 7.万歳 8.雪，
•第21号：年賀状二種（木版）
•第26号：挿画三種，挿画二種，挿画二種（木版）
•第27号：習作(-)
あまりにも• 長き尻尾を• はかなみの
花かざりたて• 犬死ぬところ
習作(-)
足ふみて• 一寸法師に• しかられた
赤鬼殿や•昼顔の花
『版芸術』には， 《影絵芝居》，《少年画集》，《戦争版画集》の三つの
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連作が掲載されている。恩地孝四郎は谷中安規の特質は一枚絵よりも「連
作」に現れている云い，《少年画集》《影絵芝居》を評価しているが汽こ
の二作は谷中の特色である「物語性」が強く現れた作品である。《少年画
集》は単行の手摺版が発行されたあと，改めて『版芸術』に掲載されたも
ので，八葉の内，一枚目「祭り」のみ作者手摺りで収録されている。また，
第八番目の「朝鮮の夜」は，『版芸術』では「朝鮮」に改められた。《影絵
芝居》は，母親が死んだ息子を冥界に探しに行き無事につれて帰ってくる
という物語。《戦争版画集》は，満州事変の停戦を記念した戦争特集に合
わせて制作されたものである。また，料治熊太も随感「兵車行」及び戦争
版画七葉を掲載している叫三作品は，すべて黒と白を強調した影絵のよ
うな表現をとっており，谷中は当時，活動写真を好んで観に行き，これら
連作の物語的要素や幻想的な画面構想は，活動写真における影の二厘写し
にヒントを得たものであるとの指摘がある叫
魯迅は，手摺の単行本『少年画集』入手以前に，『版芸術』創刊号から
第10号までを購人しているから，第9号掲載の《影絵芝居》などによって
谷中安規に興味を抱き，内山書店を通じて『少年画集』を買い求めたもの
であると思われる。また，『版芸術』第10号（昭和8は932〕年 1月1日）
には，次のように『少年画集』の広告も見られる。
谷中安規作版蜜集少年画集
新版画家中の俊秀，谷中さんが， この夏， 自作の版書集を刊行されま
した。人も知るとほり谷中さんは稀れに見る童心書家で，その版書家
としての秀れた技侮と共に，その夢の世界への深い思慕は，つひに，
この妖幻にさへ見える，なつかしい版書集となつて現はれました。こ
の際のみの刊行で，定数會員に達した後は，再び摺られません。只今
お申込み下さい。
一包八葉。特に八拾銭。本社宛，前金でお申込み下さい。着順にお送
104 
りいたします。
『少年画集』の正確な発行部数は不明であるが，谷中安規は『少年画集』
の他に，『影絵芝居』と『戦争画集』の自摺版を刊行しており，『影絵芝居』
が限定30部であったところをみると3¥『少年画集』もかなり希少版であ
ったものと推測される。
『版芸術』は，谷中安規の連作を多く掲載した他，第12号までに前川千
帆，平塚運ー，棟方志功の特集を組んでいるが，第18号あたりから郷土玩
具を題材とした版画の特集が増え，入れ替わるように谷中の作品はほとん
ど見られなくなる。その後，川西英，藤森静雄，志村量美，恩地孝四郎，
小川龍彦らの専集を挟みながら，第34号（昭和10(1935〕年 1月1日）以
後は，各地方の郷土玩具を順に取り上げた全国郷土玩具集という特集一色
となる。
『白と黒』と同様に，『版芸術』誌上でも日中版画の交流が図られ，『版
芸術』の第45号（昭和11年 1月1日）「南中国郷土玩具集」は，中華民国
版画集（現代創作版画研究会刻）として李樺，播業，胡其藻，頼少麒など
の作品を掲載し，続く第46号（昭和11年2月1日）「北中国郷土玩具集」
は劉裔個人集として刊行された。魯迅は，どうやら『版芸術』の郷土玩具
特集をあまり評価していなかったようである叫
おわりに
以上見てきたように，魯迅は『白と黒』，『版芸術』によって谷中安規の
多くの作品に触れ，限定版であった『少年画集』及び『王様の背中』を購
入した。最後に改めて『少年画集』に書き付けた「留給後来者」の意味を
考えてみたい。
先ず，魯迅が紹介した日本版画は非常に少なく，積極的な評価も抱いて
いなかったにもかかわらず，『少年画集』に「留給後来者」と記した意図
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について，楊燕麗氏は次のように考察している 35)。魯迅は社会生活から離
れ，主に風景や静物を題材とする日本版画よりも，困窮や奮闘など現実社
会を鋭く反映したロシア， ヨーロッパの作品をより高く評価していた。そ
の一方で，彼は中国の青年木版版画家は未だ初級段階にあり，必ず静物な
どの小品から着実に修練を積むべきであると主張していることから，日本
版画に技巧的には芸術性を認め，特にその作品に「沈着と安定」のある
「日本当時の最高水準を代表する谷中安規を推奨した」。即ち，「留給後来
者」とは，谷中安規の作品が初学者の手本と為すのに適した作品，「一種
の教材」となるという意図が込められたものであると論じている。確かに
魯迅は，彼に自作の版画を送り助言や指導を求める青年木版画家への返信
で，彼らの作品には，とりわけ人物を彫ったものに誤りが多くデッサンな
どの基礎修練を確実に積む必要を繰り返し説き，すぐに大作に取り掛かる
ような創作態度はやがて木版画全体の発展を妨げるものであると危惧さえ
抱いていた叫しかし，楊氏が指摘するように谷中安規の作品が初級者の
教材となり得るとの考えがあったとすれば，むしろ後に遺しておく必要は
なく，すぐさま紹介していたのではないだろうか。魯迅は多くの場合，紹
介すべき作家，作品に出会ったときには，メッフェルトやケーテ・コルヴ
ィッツの作品を入手した時の如く， これを刊行するため非常に素早く行動
に移している叫また，既に見てきたように谷中安規の作品は，決して版
画初心者の手本に適しているとは云い難い。
改めて魯迅が『少年画集』を購入した背景を考えてみると，彼は， 29年
に『近代木刻選集』第一，二集， 30年に『梅斐爾徳木刻士敏土之図』を刊
行し，内山嘉吉を招いて創作木刻講習会を開いたのが1931年8月である。
日記によると，はじめて青年木版画家から作品を受け取ったのは， 1932年
7月のことであり，より多くの青年版画家たちの作品に触れるのは34年以
降である。『少年画集』を入手したのは1933年 1月であるから，魯迅の創
作木刻推進運動においては比較的早い時期であったことが分かる。以上の
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ことから，「留給後来者」とは，やはり「現在」ではな<'「将来」のため
に『少年画集』を遺しておくと考えた，と解すべきではないかと思う。ひ
いては，谷中安規のような独自の世界観を持った作品や文学的要素を多分
に含んだ作品も含め，中国の創作木刻画がやがて初期の段階から一歩前に
進み，多種多様な作家が生まれることを希望した言葉であったと思われる
のである。
『少年画集』に記された「留給後来者」という一句を，魯迅の美術活動
全体において考えるとき，増田渉の次のような一文が想起される。
彼が世間に向いて高いアクセントをつけたところだけに，本嘗の彼
はゐなかった。少なくともそれが全部の彼とは云へなかった。彼の大
部分はそこにゐたことは確かだが，まだ表側にあらわれてゐない彼の
深部があったことを知らねばならぬと思う。彼は世間に向かつて強調
すべきことと，さうでないことをちゃんと自らけぢめをつけてゐて，
提唱し，強調しなけれればならぬと思ふことだけを，むきになつて突
進的に提唱し強調し，反射するものを痛撃した。そのけじめといふの
は，さうすることが一般的に中國の今日及び将来にとつて有益だと彼
が考へた場合と，さうでない場合とのちがひだ38)0 
増田渉が指摘するように，魯迅はその美術活動においても，時期に応じ
て新興美術の糧として強調すべきこととそうでないことを明確に区別して
いた。「表側にあらわれてゐない彼の深部」には，谷中安規をはじめまだ
多くの作家，作品が潜んでいるに違いない。彼は，ムンクの版画集やゴー
ギャン『ノアノア』の出版も計画していたし，浮世絵を紹介する意図も持
っていた。現存する魯迅所蔵の美術関係書の中には，魯迅の編集出版とし
て版画集に取り上げられた一部の作家だけではなく，何れ紹介したいと考
えていた数多の作家が隠れているのであろう。魯迅の谷中安規『少年画集』
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によせた関心は，その美術活動がより複雑な重層性を有していたことを教
えてくれる。
注
1)オリジナル版画の収蔵枚数については，李允経「魯迅所蔵前蘇聯版画」，
「魯迅所蔵欧州名家版画」，「魯迅所蔵日本版画」（楊才玉編・李允経著『魯
迅蔵画欣賞』，西北大学出版社， 1999年）の記述によった。
2)永瀬義郎の「沈鐘」は，『近代木刻選集』〔2〕(1929年），「悪魔」は，雑誌
『朝花旬刊』第12期 (1929年9月21日）にそれぞれ掲載された。この二作品
は，永瀬義郎著『版画を作る人へ』（中央美術社， 1925年）から採られたも
の。その他，現在確認している限りでは，魯迅の選択によると思われる日本
版画に，雑誌『繹文』第1巻第3期 (1934年11月16日）の表紙に使われた岩
越二郎「おほばこ」，及び同第 1巻第5期 (1935年 1月16日）の表紙に採用
された安芸蜻ーの作品がある。前者は，『HANGA』第4輯 (1924年12月5
日），後者は『版芸術』第21号（昭和8年12月1日，創作版画年賀状傑作集）
に掲載された作品である。
3) この点に関しては，河野実「中国木刻運動」（河野実・飯野正仁編『一九
三0年代上海 魯迅』所収，町田市立国際版画美術館， 1994年）にも指摘が
ある。河野氏は，魯迅の創作木刻の語義は，永瀬義郎より旭正秀に近しいも
のであることを明らかにしている。
4)李允経「魯迅所蔵日本版画」
5)魯迅の美術活動において，版画集の編纂，展覧会の開催など表面に現れた
具体的な事象については，魯迅の生涯にわたる美術との関わりをテーマとし
た拙稿『魯迅と美術』（関西大学審査博士論文）に既述。
6)関野準一郎「少年画集」（『少年画集』，吾八ぷれす， 1981年3月）
7)実際の『少年画集』は未見であるため，関野準一郎著『少年画集』に収録
されたものを参考とした。
8)「谷中安規『少年画集』題記」（『魯迅侠文集』上冊） P.410, 楊燕麗「魯
迅収蔵的日本版画家谷中安規的『少年画集』」（楊燕麗・葉淑穂著『A人魯迅遺
物認識魯迅』，中国人民大学出版社， 1999年）
9)谷中安規「画人としての我半生」（『版芸術』第8号，昭和 7年11月1日）
10)内田百間「風船画伯」（『無絃琴』，中央公論社，昭和 9年）には，「画伯の
名前は曖昧で，谷中安規だか，安中谷規だか間違ふ怖れがある。私は混乱を
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避けるため，秘かに風船画伯と呼んで，敬ふことにしていたら，いつの間に
か，御本人に漏れて，その後は，自らその名を借用される様である。風船の
繋留索が， しょっちゅう切れて，どこかを浮動するらしい」と記されている。
11)谷中安規の生涯に関しては，谷中安規「画人としての我半生」，料治熊太
編著『鬼才之画人 谷中安規』（アポロン社， 1972年），平山三郎『百鬼園と
風船画伯』（季刊『銀花J,1975年 8月），永瀬義郎「谷中安規の思い出」
（『放浪貴族』所収，国際PHP研究所， 1977年），関野準一郎「まだ生きら
れる， このおカボチャ様で」（『版画を築いた人々』所収，美術出版社， 1973
年）などを参考にした。
12)関野準一郎「まだ生きられる， このおカボチャ様で」
13)平塚運ー「谷中安規君を憶ひて」（平塚運ー『版画の研究と技法』，推古社，
昭和24年）
14) 「光と影，あるいは『白と黒」」（渋谷区立松濤美術館編『「谷中安規の夢
シネマとカフェと怪奇のまぼろし」展図録』， 2003年）
15)注10)に同じ。
16)大野隆司「安規の物語の挿図」（奈良そごう美術館編『谷中安規の世界
空想の玉手箱一没後五十年』，日本経済新聞社， 1996年）
17)小川龍彦口述「青春のひとコマ 回想の『白と黒』」（大野隆司•樋良一
編『「白と黒」版画集』，山田書店版画部，昭和61年）
18)江南史朗「料治熊太と『白と黒』」（『「白と黒」版画集』所収）
19)李樺「我和料治朝鳴先生的交往」（『中国版画研究』創刊第一期， 1993年4
月）。日中の版画交流に関しては，奈良和夫「戦前日本の中国新興版画の研
究初探」（同前）にも詳しい。
20)原文：「我国也保有汲魏六朝之石刻，明清丙代之木版画，深望国内同志能
加以愛炉，友拐，使我国班代木刻能与日本的昇途友展。」
21)原文：「至干忠祥的是中国精神，我安在不知道。……我的意思，是以カイ尚
参酌汲代的石刻画像，明清的廿籍揺画，井且留心民岡所賞玩的所渭“年画,,
和欧洲的新法融合起来， i午能移創出一神更好的版画。」
22)拙稿『魯迅と美術』に既述。
23) 1935年4月4日の李樺宛書簡参照。
24)原文：「本集第一号作品『小品』力日本当代木刻第一流作家谷中安規氏近
作。谷中安規曾友表許多版画集，如：『絵芝居』，「白与黒一谷中安規作品集』
等，充満糸方神秘性。用刀流而，画意深刻，是位最富朱洋趣味的作家。其技
巧一刻法与印友法一都可以我イ［］参考。」
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25)料治熊太「谷中安規の人と作品」（財団法人平木浮世絵財団『黒と白の詩
――谷中安規版画展』所収，昭和51年），同「谷中芸術とその方向」（『鬼才
之画人谷中安規』所収）
26)料治熊太「風船画伯」（『鬼才之画人 谷中安規』所収）
27)原文：「在送休夏的丙介月以后，統規作品似乎与以前井尤大昇，而反有
庖核願忠之班象，一是傾向小品而不及日本作家所作之沈着与安定，送只要
与谷中氏一枚ー比絞，便知，而在《白卜黒》上，尤晟而易見；二，是
Grotesque也忽然友展了。」
28)料治熊太はその回想で，『版芸術』の部数について，「千部限定」であった
と云い，「定期刊行物の大売捌店ルートにのせられることが出来て，全国の
主な本屋に配ることが屯来に。この雑誌が全国に配られるようになって宣伝
効里はてさめん，『白と黒』の方も全国的に知られるようになった。」と記し
ており雑誌の奥付に記された発行部数とは合わない。（料治熊太「谷中安規
の人と作品」参照）
29)『白と黒』第22号（昭和 7年3月15日）料治熊太「あとがき」
30)恩地孝四郎『日本の現代版画』（創元社， 1953年）
31)『版芸術』に掲載された料治熊太「戦争版画集」の内，三葉を葉霊凰が
『文芸画報』創刊号 (1934年10月）に掲載し，魯迅は「奇怪（三）」を書い
てこれを批判した。この件に関しては，藤井省三「魯迅と『版芸術』誌—­
戦争版画をめぐって」（藤井省三著『中国文学この百年』所収，新潮社， 1991
年）に詳しい。
32)無記名「少年画集」（『版画芸術』第57号， 1987年7月1日）
33)『版芸術』第11号の奥付には，「谷中安規先生作 自摺影綸芝居頒布会
30部 15枚 1円」と記されている。また，第16号（昭和 8年7月）「社告」
は，「谷中安規『戦争版画』 作者の自摺手彩色 八枚組 3円」とある。
34) 1935年7月24日付頼少麒宛書簡参照。
35)楊燕麗「魯迅収蔵的日本版画家谷中安規的『少年画集』」
36)注22)に同じ。
37)同上。
38)増田渉『魯迅の印象』（大日本精製版印刷， 1956年） P.104-105 
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